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概 要

本講演では射影的代数多様体間のファイバー連結な全射 f : X → Yに関して相対的
反標準因子−KX/Yの振る舞いについて講演する.

1.代数的な正値性とasymptotic base loci

複素代数幾何学の最も基本的な概念は因子の豊富性である. 豊富性は代数的な正値性の基本的

な概念であり,それは下の図のように半豊富,ネフ,巨大,擬有効へ一般化される.
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これらの概念は代数多様体の分類や極小モデル理論で用いられる. 標準因子KXにこれらの代

数的な正値性を応用して,代数多様体の分類を行う.

因子Lの代数的な正値性を測る他の指標として, asymptotic base lociと呼ばれるXの部分集合

B+(L), B(L), B−(L)がある. B+(L), B(L), B−(L)は,それぞれ Lがどれだけ豊富,半豊富,ネフに近

いかどうか測る指標であり,以下の関係がある.

Lが半豊富⇔ B(L) = ϕ
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Lがネフ⇔ B−(L) = ϕ
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Lが巨大⇔ B+(L) , X +3 Lが擬有効⇔ B−(L) , X

2.主結果

複素代数多様体間のファイバー連結な全射写像 f : X → Yに対して,相対的反標準因子−KX/Y :=

−KX + f ∗KY を考える. −KX/Y は代数的な正値性をあまり持たないことが先行研究で知られて

いる.

定理 1.

1. [KMM92] −KX/Yが豊富ならば Yは0次元.

2. [Eji19] −KX/Yがネフかつ巨大ならば Yは0次元.

dim Y , 0でも−KX/Yがネフになる例や−KX/Yが巨大になる例は存在する. ところが−KX/Yが

ネフの場合は f の幾何構造が非常に特殊であることが知られている.



定理 2. [CH19]

−KX/Yがネフならば, f は解析的ファイバー束. (つまり,任意の 2つのファイバーが互いに双

正則)

本研究 [EIM20]では −KX/Y が巨大や擬有効である場合への拡張を行った. 特に, asymptotic

base lociと呼ばれる 3つの集合B+(−KX/Y ), B(−KX/Y ), B−(−KX/Y )を用いて以下のように先行研

究の拡張を行った.

定理 3. [EIM20]

1. f
(
B+(−KX/Y )

)
, Yならば, Yは0次元である.

2. f
(
B(−KX/Y )

)
, Yならば, −KX/Yは半豊富である. また X,Yを有限被覆で持ち上げること

で, X � Y × Fとなる. ここでFは f のファイバーとする.

3. f
(
B−(−KX/Y )

)
, Y ならば, −KX/Yはネフである. 特に f は解析的ファイバー束である.
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